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Abstract 


For the purpose of the investigation of etiologic agents of urinary infections in the 
field of obstetrics and gynecology, the bacteriological examinations were carried out on. 
29 outpatients and 160 patients admitted at the Japan Red Cross Nagasaki Atomic Bomb 
Hospital. From the examinations, 243 strains of presumed etiologic microorganisms were. 
isolated. ^ Escherichia coli was predominating among them, more than the whole, and 
more or less 10 to 20% of Klebsiella, Proteus and Pseudomonas were isolated. 

It was noted that antibiotic-resistant strains were found more frequently in cases. 
treated repeatedly with various kinds of antibiotics than others. 

The investigation of L-form was carried out 203 times on 31 cases. Twenty two 
L-form variants were proven from seven cases. It was noteworthy that an appearance. 
of L-form seemed to predict a prognosis of repeated urinary infections and prolonged. 
infections. 

Considering the situation in which various kinds of antibiotics will be more popularly 
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used fcr ike treatment cf urirery infecticns, it is suppesed that occurrences of L-form 


var_aticn will ke augmented. Since the significance of L-form. is important, it should be 


errrtzsized to co L-form investigaticn combinedly with ordirery becteriologicel examina- 


tion of vrine in the study of urinary infections. 
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I it 


産婦 人 科 疾 吊 特 に 手術 後 の 患 者 に し ば し ば み ら れ る 
尿 路 感染 は , 他 の 分 野 の 思 者 の 治療 が 著しく 進歩 し て 
PERL, fM. Meo 
D, 依然 重要 な 位置 を 占め て いる 

JU AERA 2325 dg DUC 用 いち れる Bud sx to tt 
[Ug HIE L CRAVE ER OIC Bo KRANO 
事 だ で ある が , 産 刀 人 科 餌 域 の 尿 路 感染 症 の 場合 も 例 
外 で は な い . また 最近 病原 菌 が その 生存 条件 に 影響 さ 
TYvVcH SO bos な L-form 変異 を し , aie 


4 SEL Ets に 見せかけ な が ら , ROR 
baee iva sieges inet ibo 
化 の 原因 を な し て いる 事 が 注目 され て 来 た . LLR 


路 感染 症 の 病原 菌 の 種類 , その 各種 楽 刑 に 対す る 感受 
th, 及び L-form 変異 の 3 点 を 考 片 し て 系 統 的 に 尿 
路 感 染 症 を 検査 し た 成績 は 比較 的 少な い . 

L-form の 生活 様式 885210518)) こ つい て は , Fig. 1 
の 様 に 元 の 親 の 細菌 は , 各種 の 因子 に より 細菌 細胞 壁 
AREE Sa, BxASEOR MIC Kk > THIER EEL, 
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large body の 状態 を と る . この large body 0—Ji 
か ら 上 頸 粒状 の も の が 一 列 に な っ て 出 て colony を 生 ず 
る よう に な る . これ は 3A L-type colony 及び 3B 
L-type colony の 2 種 の 形態 が あっ て , colony の 
大 き さ は 100g に 達し な い の が 普通 で ある が , 2 週間 位 
で 肉眼 的 に 測 別 出来 る よう に な る . 3A 及 び 3BL-type 
e ne ra 
で ある . MATRAKA RT ZR FeMET HIS 
3B L-type colony は 一 夜 の MS B, 
colony 23K RHO SHERI KIERA, 3A 
L-type colony は 原則 的 に 発育 が 緩慢 で , KHOR 
件 は 3B L-type colony より きび し く , 通常 , MA 
(に も どり 難い . 

著者 は 以上 の 点 を 考 虐 し て 産婦 人 科 領 域 の 誠 路 感染 
症 中 者 に つい て , 臣 床 症状 を 照合 し な が ら 細 商学 的 に 
追跡 検査 を 行ない , 起 炎 除 の 消長 , 楽 剤 感受 性 及び 
L-form 検出 の tio る 所 見 を 得 た の で 
の 成績 を 報告 する . 
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Stage 1 Stage 2 


Bacteria 


Large body 


L type colony 


Return to bacteria 


Fig. 1 Diagram of the development of L-form. 


I 検査 材料 及び 検査 方 法 


(1) 患者 材料 

検査 材料 に は 一 定期 間 内 に カテ ー テ ル 選 尿 に より 採 
取 し た 尿 を 使用 し た . 又 患 者 は 昭和 44 年 1 月 1 日 より 
昭和 45 年 12 月 31 日 の 2 年 間 長崎 原爆 病院 産婦 人 科 に 入 
院 し た 患者 169 名 及び 昭和 45 年 1 月 1 日 か ら 昭 和 45 年 
12 月 31 日 まで の 外来 思 者 29 名 に つい て 上 記 の 方 法 で 得 
た 姓 尿 を 供 試し た . 

(2) 尿 の 採取 法 
普通 カテ ー テ ル に よる 採取 が 行なわ れる . カテ ー テ 
ル で 採取 する に は , 尿道 口 周辺 を よく 消毒 洗浄 し た の 
5, MA LKAF-F VEAL, KM ERRERA 
管 に と る . し か し カテ ー テ ル に よる 導 尿 は 尿 路 外 の 常 
在 画 の 一 部 を 勝 朋 内 に 押し 込み , 恨 路 感染 の 原因 と も 
な る 可能 性 が ある と し て , 自然 排尿 を 推奨 する 人 2)8〉 
1219 う も 多い が 著者 は 婦人 性 回 構造 の 特殊 性 か ら 原 
則 と し て カテ ー テ メル 導 尿 を 行ない , 導 尿 が 困難 な 場合 
の み 自 然 排尿 の 中 間 尿 9 を 採取 し た . 

(3) 尿 の 一 般 検査 

(a) 採取 し た 尿 は 原則 と し て 直ちに 検査 する の が 理 
想 的 で ある が , すぐ 検査 で き な い 時 は ひと まず c 
に 保存 し た . 

(D 氷 の 外観 を よく 観察 し , つい で 試験 筐 を 軽く 振 
2 TREK, [ROVE て 5 て 8 al) RH ZC YY 
グラ ス に 移し , 約 2,500 回 転 5 て 10 分 遠心 沈殿 し た . 
沈 湾 の 新鮮 標本 を 作り , 499 HESSE LC 1 視野 中 の 尿 
中 白血球 数 , 赤血球 数 , 上 皮 細 胞 , 円柱, 菌 の 有無 
その 他 を 観察 し た 


(c) Fo k4ORDS 1 標準 白金 耳 (1 AHA. 
02 妃 相当) を 採取 し , 普通 寒天 培地 に 塗 抹 し , WB 
定 と 共に 菌 の 同定 を 行なっ た . 

(d) 更に 残っ た 尿 か ら 約 5 太 を 減 菌 注射 問 に 採取 し 
後述 の L-form 検索 に 使用 し た . 

(e) 残っ た 尿 は 翌日 迄 冷蔵 庫 に 保存 し , 検査 が 何ら 
か の 原因 で 失敗 し た 場合 , こと の 尿 に つい て 翌日 再 検 し 
72. 

(0 培養 1 日 目 の 平板 培養 を 観察 する と 共に , WK 
計算 の 為 に 行なっ た 平板 に 発育 し た 集落 数 を 数 え , 原 
WE 1ahod coU ERKO 500 倍 に 相当 ) を 
計算 し た . 

(4) 尿 中 の 細菌 検査 

上 記 平 板 培 地 で 集落 を 認め た も の に つい て は , JE 
し て クリ グラ ー 培地 に 接種 し , 37?C24 時 間 培 養 後 , 
グラ ム 陰 性 菌 及び グラ ム 陽 性 画 と も , その 形態 及び 4 
化学 的 性 状 C 例 えば , グ ラム 陰性 菌 に は イン ドー ル 産 生 
有無 , MR 反応 , VP 反応 , 硫化 水素 , クエ ン 酸 塩 , 
尿素 分 解 能 , 糖分 解 能 。 リジン 反応 , ガス 産生 有無 等 
の 性 状 , グラ ム 陽 性 菌 に は 血清 学 的 性 状 . マン ニッ ト 
分 解 性 , 或いは コア グラ ー ゼ 産生 の 有無 等 の 諸 性 状 の - 
検査 ) を 検査 し て 同定 し た . 

(5) L-form 

(a L-form の 培地 作製 に つい て 

Table 1 IZzR UL 7z CADO fHIK OD & OD eK 1000 IC TAE 
解 し , ISORNICHPERZINA, REEL, 更に 57°C 
位 に 冷却 後 、 $ 多 の 割 に 無菌 馬 血 液 を 加え , BAEC 


Gt 


VE APHEZ B U A PRK RSE OO RT: DE E 119 


煮沸 し , 血液 を 凝固 させ た . 57?C で 24 時 間 静 置 し て 活 いた Millipore filter で 濾過 し , 親 の 細菌 を 除去 し 
性 炭 を 沈殿 させ , 上 清 を 分 見 し た . E790 me IC EL た 後に L-form 培地 に 0.25m2 を 接種 し た . L-form 培 
7:805 sucrose KIRE 30m, WA L 7e 2 % MgSOu 地 は 水蒸気 で 飽和 し た 37?C COs TERENCI ~ HMH 
KREI m, GBR IK ee SIA Te. 更に ザイ ツ HIEL, L-form の 集落 の 有無 を 観察 し た . また 
EORR A LAKIH LOE 血清 を 15 多 の 割 に 加え , Millipore filter で 注 過 し た 液 を 1 円 金 陸 , 血液 寒天 
p 革 を 9.4 に 修正 後 , 平板 に 分 注 し て シー ル し て 冷蔵 庫 培地 に 接種 し , 7?C24 時 間 培 養 し , MARA OD EO 
に 保存 し た 、 培地 は 4 日 以内 に 使用 し た . (3 お) の 境地 検査 対象 より 除外 し た . L-form ORRE 
も 上 記 に 準じ て 作成 し た . 18951720), 7 12 日 培地 表面 を 反射 光 で 観察 し , 弱 拡 大 で 観察 し 

(D L-form の 検索 方 法 X, 必要 あれ ば , 滅菌 し た スパ ペパー テル で 約 15m2 を 

長期 尿 路 感染 症 を 繰返し た 患者 特に 入院 患者 に つい 切り 出し , 密栓 し て 冷蔵 庫 に 保存 し た Dienes Geta 
て L-form の 検査 を 行なっ た . Table 2 に 示す よう 11915) の 10 て 20 倍 希釈 液 で 2 分 韻 染 色 し , 一 端 より 


CA TWO dS UTE 
し , RE BBEICHHRT SAIC, 20% Sucrose Kis 


液 5 mMm. CORE HA 0.45mz の 濾紙 を 用 


Table 1. 


L-form Medium 


A) 1. Tryptone (Difco) 
Phytone (BBL) 
Ks。HPO4 
L-Cystine 
NasSO,4 
Agar (Chugai Purified Agar) 
1% Active Carbon 
2. 3% Red blood cells 
4. 8095 ` 
6. 2% MgSO, 


After incubation 57°C, 


Sucrose 


と 約 5 m TEX 


Preparation of L-form Medium and 


(RIC 


(AS に 


っ た . 


t 
Un 
[ojo] 


1000 ml 


ら らら 
bo 
qo 


3. E Serum (pH7.4) 


vay 


5% NaCl 30 ml 


24 hours, added 80% Sucrose 30 ml, 25% 


30 ml in the supernate 90 ml of A)-1 


B» 1. Calf Brains, Infusion from 
Beef Heart, Infusion from 
Proteose-Pepton (Difco) 


Bacto-Dextrose 


NaCl 
NasPO4 
2, 5% NaCl 
4 202; Serum (pH 7,4) 


200g ^ 
250g 


10 
= | 100 ml 


濾紙 で 余分 の 染色 液 を 除き , 
い 位相 差 顕微 鏡 で 鏡 検 し , L-form f£ 
L-form / 


flic 
EYE OE UETILM 
JER AIM fod Clic 3B 


カバ ー グ ラス で 静か に 


Composition of Dienes' Staining Solution. 


NaCl 30ml, 2% MgSO4 


3. 0, 877 Agar (Chugai Purfiied Agar) 


It is used for Staphylococcus L-form medium only 


Dienes' Staining Solution 


Methylenblue 2.5g 
Azur II 1.25g 
Maltose 10g 
Na CO; 0, 25g 
HzO 1000ml 


Table 2. 


トド ト う 
Cs っ 
m 
M 


BB 


Procedure of Bacteriological Examination of Urine 


Patients Urine by Catheterization 


Rn er 
ニッ デベ 


Cultivate on Nutrient Agar 


Urine Deposit 


is 


Urine 5 ml 


( Centrifugation) 
| | 
Identification & Quantitation RBC Added 2025 Sucrose 
of Bacteria WBC Solution 5ml 
E Epithelial cells - 
Cylinder 
Bacteria Filtrated with 0.45micron 


Put the Filtrate into 
the Blood Agar Medium 


Incubated at 37°C, 24hr's 


Checked Bacterial Contamination 


pp 


sd M 


ES 


Return to Bacteria Microscopic 
Observation 
| 
Drugs Sensitivity test | 
Zu | Photo 


| 
Compared with Routine 
Cultured Bacteria 


L-type) £37°C À.9BZsic 2 ~ 3 ARES S CARES 
復帰 する の を 認め た . これ を 通常 の 細菌 の 回 定 方 法 
に 従っ て 菌 種 を 同定 し , 更に 抗生 剤 感受 性 の 態度 を 源 
定 し て 親 菌 で ある 事 を 確認 し た . 

(6) 起 炎 菌 の 薬剤 感受 性 試験 


1) 分 離 菌 の 同定 と その 種類 

昭 向 44 年 1 月 1 日 より 昭和 45 年 12 月 51 日 迄 の 入院 串 
者 169 名 より 硝 路 疾患 と 認め られ た 検出 菌 214 味 に つい 
て 起 笑 菌 の 種類 を 検査 し た . Table 3 に 示す よう だ に, 
57. 5BILE . coli で あり , Klebsiella 2316. 3%, Proteus 
は 2.8 で 腸 内 細菌 が 大 多数 を 示し た が , Pseudomonas 
が 6.1 少 証明 され た と と は 注目 され る . 外来 患者 に つ 
いて も Table 4: こ 示さ れる よう に , 昭和 45 年 1 月 1 日 
より 昭和 45 年 2 月 31 日 迄 の 1 年 間 に 分 見 され た 29 株 中 , 
E. coli 1355.3% Z 4M, Proteus 13.8 少 , グ ラム 陰性 
TREY 10.5 95, Pseudomonas 及び Klebsiella 6,9 95, 
グラ ム 陽 性 球菌 が 6.9 %, その 他 5.4522 C655 7c. 


Millipore Filter 

| 
Put 0.2 ml of the Filtrate 
into the L-form Medium 


| 


Seal up the Plate with Tape and 
incubated in CO, at 37°C for 7-14 
days 


ンー 


Cut off the Medium Surface to 
15mm2 


Stained 2 minutes in the Dienes’ 


Solution 


Observed with Phase Microscope 


前 記 尿 か ら 分 離し た 細菌 に つい て , 三 濃度 法 CEU 
ディ スク ) T, SM, EM, PC,AB-PC,TC,GM, 
KM, KDM, ND, CL, CER,CEG,CEX,FT, 
TP, FT 等 の 薬剤 に つい て 薬剤 感受 性 試験 を 行なっ 
た . 


成 if 


Pseudomonas に 起因 する 尿 路 感染 の 発生 率 は , 入院 , 外 
来 を 問わ ず , ほとん ど 一 致し て いる と と が 注目 され た . 

(2) 産婦 人 科 治 療法 別に 見 た 起 炎 菌 の 分 類 

同定 され た 起 衝 菌 を 岡林 式 手術 , 放射 線 治療 一 般 
手術 , PESE. 及び 外来 の 5 群 に 分 け て 検討 し た も の は 
Fig 2 CHS. 全 検 体 に 共通 し て いる の は E. coli の 
分 離 例 が 58 を 越え て いる こと で ある が , 特に 注目 さ 
れ た の は 入院 期間 の 長い 岡林 式 手術 , BUN PRIA OR 
者 に Pseudomonas が 多く 検出 され る の に 反し て , PES, 
一 般 手術 の 入院 期間 の 短い 患者 に は あま り 検 出さ れ て 
いな いと と で あっ た . 少数 例 で は ある が , 外来 尿 路 感 
染 症 の 中 , Pseudomonas と グラ ム 陽 性 球菌 の 分 見 例 が 
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Table 3. Etiologic Microorganisms Isolated from Admitted Patients of Urinary Infection 
Disease | | 
Treat, ) Cerv ical cancer Cervical cancer; | . » 
ee | (Okabayashi's | (Radiation | Puerperium ` MD Total(%) 
oe | Operation) | Therapy) | 
Bacteria | Æ 
E. coli 18 | 26 45 34 | 123 (57.5%) 
Klebsiella 0 | 3 7 | 25 | 35 (16,392) 
G(—) Bacilli 3 12 8 10 | 33 (18,422) 
Pseudomonas: 1 9 1 | 2 13 (6,122) 
Proteus | 0 | 5 0 6 (2,882 
| | ` 
GC4-) Cocci 1 l 1 | 1 0 3 Ç 1.4%; 
Citrobacter 0 | 1 | 0 | 0 L4 0:595) 
| 
Total 24 | 52 67 | 21 214100, 027) 
Table 4, Ptiologic Microorganisms’ Isolated 術 例 , 放射 線 治療 例 , PERRO, 一般 及 び 外 来 患 者 の 
from Outpatients of Urinary Infection, 5 群 と 分 け て それ ぞ れ の 症例 か ら 検 出し た 菌 に つい て 
EN | 楽 剤 感受 性 を 既 述 の 三 濃度 法 で 検査 し た . 先ず E. coli 
Etiologic Agent Number CPercentage) に つい て 比較 検討 する と , 岡林 式 手術 , 投射 線 療 法 の 
患者 か ら 検 山 さ れ た 分 離 功 の 薬剤 感受 性 は 悪く , 産 折 
E, coli 16 (55. 3%) 
外来 の それ は 比較 的 良い と と が 認め られ た . し か し 
Proteus 4 (13. 825) Pseudomonas と つい て は 岡林 式 手術 , 放射 線 治療 , PE 
G(—) Bacilli 3 (10, 322) 裾 等 の 患者 か ら の 分 離 功 の 感受 性 は ほとん ど 同 じ 態 度 
Klebsiella | 2 ( 6,927) を 示し , 一 様 に 耐性 株 が 多かっ た 。 こ れ は Pseudomonas 
: P EIE SAAN 2 シン , コリ ス 
Pseudomonas 2 C 6.9%) T ARDRE S TF A AY 、 
チン , カナ マイ シン , スト レプ トマ イシ ン な ど に 制限 
GC+)Cocei 1 Lee? され て いる と いう 特殊 事情 に よる も の と 思わ れ た . 
Other 1 C 3.5%) (4) L-form の 検索 成績 に つい て 
= Mus の MSN Hih HZ ; FR? a 
To 29 (100.02) Table 5 の よう に , 治療 法 別に 見 る と , Bea | 
患者 の 恨 路 感染 症 患 者 で は 108 例 中 8 例 に L-form が 
認め られ , 岡林 式 手術 の 尿 路 疾患 中 者 で は 86 例 中 12 例 , 
一 般 入院 患者 に 比べ 多数 検出 され て いる が , と れ ら は ZOUOMMP EARS, 卵巣 腫瘍 切除 術 , Rea 
化学 療法 で 比較 的 難治 性 の ちの で あっ て , いずれ を 医 わせ た も の で は 15 例 中 2 例 に L-form が 検出 され , 
院 を 転々 と 訪ね た 例 が 多かっ た . 例 間 の 検出 率 に は 特に 大 きい 差異 は な い . 
また 外来 の 尿 路 感染 患者 の 基礎 疾患 別に 分 ける と , し か し L-form が 検出 され た 7 例 中 , 放射 線 治療 患 
一 般 術 后 の 患者 は 34.5%, 産 得 20.7%, 妊娠 17.52%, 者 は 19 %, 岡林 式 手術 患者 は 33.4%, 一 般 思 者 は , 
単純 勝 腕 炎 で 婦人 科 外 来 を 訪ね る 患者 が , 17.5% 6H 25.02%2 で あっ て , 岡林 式 手術 患者 と 放射 線 治療 患者 と 
Dee Se Oe I eqs の 間 に 特 に 大 きい 差異 は 認め な い が , 岡林 式 手術 後 の 
MOT) は 10.3522 に 過ぎ な か っ た . 外来 患者 の 主訴 に 尿 路 障害 (14%) は 放射 線 治療 患者 の それ CL. 4%) 
つい て は 排尿 痛 が 最も 多く , 約 802% を 占め て お り , fe より 多い と と が 推察 され る 。 
や て 下腹 痛 が 31%, SHER27.6?6, 残 尿 感 が 意外 に 少な (5) L-form と 親 菌 と の 関連 
く , 20.722 で あっ た . Table 6 に 示す よう に , L-form 検出 例 22 例 の うち , 
(3) 起 炎 菌 の 楽 剤 感受 性 と 化学 療法 と の 関連 親 落 へ の 復帰 と その 同定 が 出来 た の は , E.coli 10K, 


Fig. 3a, 3b, 3c, 3d, 3e (と 示す よう に , REE Pseudomonas 4 株 , グ ラム 陽性 球菌 2 株 , Rettgerella 1 株 
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-E.C. -E.C -E.C -E. ae EC 
(750) (50.0) (479) (672 (57.5) (55.3) 
Kleb. P 
= 7) ip Kleb -Kleb. 
Caro.(1.9) 35.2) Ke D. (6 
E (16.3) 2 
-GB l "Prot. 
(231) ; Keb ctro09 (3.8) 
P+ Prot {10,42 SE Prot (2 is 
(4.6) ek RB ee fios 
|o à -Pseud 77. cog (24) (15.4) 5 
rA DA Cee ted oue | [85 -Pse TES 
ーー 4 カーーー- に 1.9) Hias -eis GC.) 
Okabayashi’s Radiation Miscellaneus Puerperium Total Outpatient 
Operation Therapy Cases 
(24 Strains) (52 Strains)(71 Strains) (67 Strains) (214 Strains) (29 Strains) 
Ex : E.C—Escherichia coli, Kleb.—Klebsiella, Pseud. —Pseudomonas, 
Prot.—Proteus, G(—2)B—Gram negative bacilli, G(-4-)C —Gram positive cocci. 
Fig. 2 Percentage of Isolated Bacteria from Gynecologic Patients with Reference 
to Treatment. 
1 | KD- AB- ; 1 [ ! 
SXINDIETSMIKMI M IGMIPCIPC TP. TCCERICEGICEXIEMCMCL 
100 O Sensitive Strain 
E Resistant Strain 
E. coli 4 SX—Sulfisoxazole 
ND—Nalidixic acid 
50 FT—Panfuran 
100 SM—Streptomycin 
KM—Kanamycin 
KDM-—Kanendomycin. 
A GM—Gentamicin 
Proteus 9 = - - Es 2 r3 = EOM 
2 2 z 2 E 2 E PC Penicillin = 
Z Z 4 A 用 z z AB-PC—Ampicillin 
2 a g a & TP— Thiophenicol 
TC 一 Tetracycline 
CER—Cefaloridine 
CEG—Cefaloglycin 
p = TIL : CEX—Cefalexi 
Pseudomonas 9 207 zm HBHHEBHHHB ns uU ae 
d a Ze ロロ ロロ プロ EM—Erythromycin 
Ag aa aBa88HEBÉB CM—Chlorampheni 
Z 2 A Z 用 Z 日 ag M—C ramp enicol. 
CL—Colistin 
Fig. 3a Drug-Sensitivity of Strains Isolated from Cases Treated with 
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Fig. 3b  Drug-Sensitivity of Strains from Cases with Radiation Therapy. 
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Fig. 3c  Drug-Sensitivity of Strains Isolated from Cases Treated with Puerperium. 
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で あっ て , HEARTH b HADO RA SAL T 
いた 。 し か し 残り の 4 例 の うち , TEASE C 
陰性 で あっ た の に L-form が 検出 され , 復帰 し た 親 
Hilt Klebsiella で あっ た . また 症例 4 , 症例 
上 で あっ て L-form が 検出 され , TOG 
帰し た 細菌 は グラ ム 陽 性 球菌 で あっ た . 症例 5 は 普通 


7 も 普通 
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Drug-Sensitivity of Strains Isolated from Cases Treated with Outpatients. 


HET を ce が i:65/ MERR SN, 同時 に L-form 
が 検出 され た 例 で あっ た . COBO L-form の 復帰 


除 は グラ ム 陽 性 球菌 で あっ た . 本 症例 の 既 和 


E 歴 を 見 る 


と 約 2 週間 前 に 同じ 腎 起 腎炎 を 起 し , その 当時 の 起 秋 . 
菌 は グラ ム 陽 性 球菌 で あり , その 後 撤 生 剤 投与 で 起 秋 


菌 る も 検出 され て いな か っ た . 


し か し 2 週間 後 の 検尿 で 


産婦 人 科 領 域 に お ける 尿 路 
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Table 5. Number of Cases isolated L-form from Urine of Patients with Reference to Treatment 
| \ 
Gynecologic Number of L-form | 2 : Number of| L-form v 
Treatment | Examination | Positive (%) Cases | Positive wa 
Radiation Therapy 108 8 7.4%) | 21 4 (19, 0%) 
Okabayashi’s Operation | 86 12 | (14,02) 6 2 (33.492) 
| | 
Miscellaneus Cases 13 2 | (15.022) 4 1 (25, 022) 
Total 207 22 ~ (10.622) 81 | 7 (22,692) 
Table 6. Number of Cases Isolated L-form, 
| E teria f CN M 
: : ! acteria irom bacteria 
Case ed po : Routine Pn Return form um oco 
| SUED s | Culture L-form y 
i 
, | Okabayashi's - = 1 | Klebsiella | CEX(7), AB-PCC10) 
t * 5 ャ ーーー re noe i - S ーー E 
VMS E. coli>105 4 E. coli 1 ND(4), CEGC10) 
。 | Okabayashi's a GC + >Cocci 109 1 1 Cocci | NDC10) 
Operation 2 。 CEG(12)EM(5)NF(12) 
RU GNE E. coli ND(12)GM(5)ABPC(14) | 
ー | 1 | Pseudo- ABPC(5)ND(4)ND(12) 
3 Radiation 2 | monas GMC5)ABPCC て 1 
Therapy Pseudo- 5 | Pseudo- SR Sie _ 
monas” 19 | 1 | monas NF(12) 
: s n T ;| ABPC(7) CLC) 
— | i: A , 
| | 2 | GC-2Cocci NEC5) ABPCC3) 
iati | ES x E 
eee 4 | E.coli»105 | 1 E.coli | CEXC5) ABPC(3) 
: | ut : 
Rettge-、」。。 | | | r 
EM 10: | 1 Rettgerella ABPC(3) CEX(5) 
Chemotherapy | | E. coli 105 1 GC エ ) う Cocci| KM(6) CERC7) ND(19) 
5 | (Pyelonep- 2 | - 
hritis) | E. coli>105 | 1 |E. coli | CLG) CERG) GEXUD 
b 5) | | = 
: Radiation , GCHDCocci>103 1 | GC4- ;Cocci 
Therapy > d.i | » J| ABPC(7) CEG(4) CL(3) 
i 1 E; coli >105 i f 1 | Ex sali. ABPCC3) CEXC5) GM(6) 
| | | N s Pa P RU ^ ^ : 
_ Okabayasbis | i 上 = Ie] GC+ 2Cocei ABPCC3) CLC) NF(14) 
/ , Operation | Pseudo-~ 195 E Pseudo- | NDG) ABPCC④) 
monas | | monas CEX(3) CL(18) CEX(5) 
E.coli が 155/ 記 以上 検出 され る と 共に L-form も 同 (6) 既往 化学 療法 と の 関係 


時 に 


る か どう か 不明 で ある 


ー- 抽 (これ 


認め られ , その 復帰 菌 は グラ ム 陽 性 款 苗 で あっ た . 
と の 際 同 時 に 検出 し た 細菌 の いずれ が 真 の 皿 秋 


AC db 
E LL RID ECRIRE TEE 


"BI LERET EL ERDAN RET BD 
RUM (UPON. と の よう 


な 症例 で 
菌 の 同定 が 重要 な 問題 


で は 上 記 の よう に L-form の 検 ! 


日 と その 後志 
る と 思わ れる 


-Penicillin 投 


-Furantoine 3 #1, 
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Table 7 
で は L-form 検出 


例 , 


Cephaloridine 


VE JOY 


に 示す ご とく , 既往 化学 療法 を 受け た 症例 
i 例 7 例 
5. hl 6 例 , Cephalexin 投与 
Nalidixic acid Hj 


由 6 例 で . そ の 中 Aminobenzy1 
Bil 6 例 , 
Colistin 4 #], Nitro 


5 例 , 


CALL 3 例 Gentamicin 
1 例 等 
こと もつ: 学生 物 ? Hon: 


AOL RE er DX ERE A 


diu 
を 受け て いた も の が 多 
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Table 7 Relation between the Isolation of L-form and the Chemotherapy. 
za a a a A2 
Duration, Route and Dosis 
- | Number Number 
ur TE eee a 語 0 
of of | pute Cases Treatment 
Medication Medication Cg) 
Aminobenzyl-PC 14 | 3 2 I.M 6 11 
Cephalexin | 7 5 1 P.O 6 8 
Nalidixic acid 19 3 2.25 P.O 5 7 
Colistin | 18 3 200x10*u| I.M 4 5 
Nitro-Furantoine 14 5 | 1 P.O 3 4 
Cephaloglycin 12 4 | 1 P.O 3 3 
Gentamicin 6 5 0.04~0.08) I.M 2 2 
Cephaloridine 7 3 1 P.O 1 2 
Kanamycin | 6 6 1 I.M 1 1 
Erythromycin | 5 5 | 0.8 | PO 1 1 
* I.M=Intramuscle P.O=Per Oral 
か っ た の が 目立っ て いる . し か し 少数 例 で ある が , 
Kanamycin 投与 例 | に 1 例 , Erythromycin 投与 例 120 
に 1 例 L-form が 検出 され て いる が , C5 AMAA レン L-form positive 


蛋白 合成 陽 害 作用 を 作用 機 序 と する 抗生 物質 は 投与 期 
間 は 5~6 昌 に すぎ ず , X Table 6 で も 示す よう に 
Case 2 と Case 5 の 場合 , これ ら 抗 生物 質 投与 前 後に 
AN Bt GORE EA ORAM AE AL TOS OTC, 
今 ま で 言わ れ て いる 細胞 内 蛋白 合成 阻害 作用 を 作用 機 
座 と する 抗生 物質 が L-form の 変異 を 阻止 する と と 


と は 矛盾 し な いと 思う . 向 以 上 の 化学 療法 剤 の 使用 期 
間 は 3 て 19 日 で あっ た . 
7! 尿 中 紙 菌 数 と L-form の 関係 


Fig 4 に 示す よう に に 尿 中 細菌 数 が 105/ 以上 の 場合 
eile 13 件 (14.2%), 尿 中 細菌 会 性 の 113 件 中 9 件 
(8.025) Ic L-form が 検出 され , 尿 中 細菌 数 が 599 て 
ial Of, し omm は きれ て cn W5 
L-form の 検出 と 尿 中 細菌 数 と の 間 に は 一 定 の 相関 は 
pudo en 

(8) L-form と 宝 中 白血球 数 と の 関係 

Fig 5 (Li PMID PRI OAM ROK mR ee 
L-form の 検出 例 と を まとめ た も の で ある . 本 表 か ら 
氷 中 細菌 の 有無 た に た か か わら ず 白 血球 数 が 極め て 少 い 症 
例 か 或いは 若 っ て 其 だ 多い 症例 に L-form の 検出 頻 
度 が 高い こと が 判 か る . と の と と は 一 見 矛盾 し て いる 
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Fig. 4 Isolation of L-form with Reference to 
Bacterial Number in Urine of Patients. 
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" Cases Isolated L-form 
レン ク and Non-Bacteria 


Cases Isolated L-form 
and Bacteria 


NN 


210 


Number of Leucocytes per H. P. F 


Distribution of Patients by L-form isolation with or without 


Bacteria and Number of Leucocytes in Urine. 


Fig. 5 
よう に 思わ る が , 次 の 2 つの 問題 を 含ん で いる も の と 


考え られ る . 1) 抗生 剤 に よる 治療 の 結果 , 病巣 は 見 か 
け 上 の 軽快 を 示し て は いる が , な お 慢性 化し , 常 在 の 起 
炎 菌 は 抗生 剤 の た め 減 少 は する が 反面 で は L-form 変 
異 を た どっ た 場合 が 推察 され , この よう な 症例 で は 


IV 症 
症例 (Fig 6): BEBI OET, 昭和 45 年 11 
ae en A 付き , SEES 


子宮 顎 郊 の 疑い で 当 院 に 紹介 され , 検査 の 結果 子宮 

[ 期 の 診断 で 入院 し た . BHRIA5/4E11d 20H 2^ 5 I1 
和 45 年 12 月 10 日 まで Betatron 電子 線 6,000rad ze RH 
IAT (e, 昭和 45 年 12 月 15 旦 間 林 式 壮 術 を 受 
後 1 週間 以内 は フォ ー レ カテ ー テ ル を 勝 有 眺 内 に 
また 術 後 18 日 目 ま で 毎日 ヒビ テン 液 で 勝 腕 内 の 洗浄 を 
行なっ た . 更に 昭和 46 年 1 月 13 日 より 文 線 照射 四 門 法 に 
よっ て Total20,000R を 照射 し た . 患者 の 術 後 の 検尿 
ER 術 後 25 日 目 に 
更に 4 日 目 に 再度 L-form を 検出 


L-form を 検出 し , 更に 
Id. 0 を 復帰 さす と , E.coli で あっ た . 


けた . $8 


留置 し , 


T.-form 


当然 円 血球 数 の 減少 も 予想 され る , (2 一 方 病巣 の 再燃 


"Cid Odi pcdlkicp SANUS 272, 同時 に 
ORC AL SIAMESE c L-form 誘発 の 要 


因 と も な る こと と が 推定 され , と の よう な 症例 で は , 円 
血球 数 も 増加 し て いる こと が 考え られ る 


例 


更に L-form (E. coli AR S dV C» 5 BABI, ~~ 


We Bere © E. coli 2350, 000/ m BI St. S d. 
POREKAO), 経過 を 観察 中 , 1 週間 後 更に 


菌 は 105/ 記 以上 を 検出 し , 同時 に L-form も る 検出 さ 
れ た . この L-form も 復帰 する と E.coli で あっ た . 
勿論 薬剤 感受 性 試験 も 親 夫 と - 一 致し た . 思 者 の 臨床 症 
状 か ら 勝 逐 炎 を 併発 し た こと が 明らか で あり , 直ちに 
Nalidixic acid の 投与 を 行っ た . 投薬 し て か ら 13H 
me は 一 般 知 袋 で 菌 は 検出 され ず , 臨床 症状 も 改善 さ 

2 月 22 日 に 検 


れ た が L-form は 引 続 い て 検出 され た . 
出さ れ た L-form は Graph. Case 1 A L-form 
様式 か ら Stage IHE の 時 期 に 柏 当 す る も の と 思 


の 発育 
われ , 3B type の L-form colony Fried egg 状 を 
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Fig. 6 Case No. 1 48 years Female Diag.: Cervical Cancer of the Uterus. 


Graph Case 1. 3B L-type colony was isolated from L-form medium which form round 
colonies, characterized by a dark center and a lighter peripheral zone 
that has a conspicuous lacelike pattern that resembles fried eggs. 
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Fig. 7 Case No. 2 58 years Female 


Diag.: Cervical Cancer of the Uterus. 


Graph Case 2. 3B L-type colony and parent bacteria 


medium which cultured at 9 days, 12 days, and 15 days. 


were isolated from L-form 


139 ER 


な し , Bu xBEDOMEÉXCo6)0eéi»7/. 
症例 (Fig 7 ): 患者 は 58 才 の 主婦 で , 昭和 45 年 
7 月 27 日 黄色 帯 下 を 主訴 と し て 基 医 院 を 受診 し た . Æ 
検 の 結果 子宮 頸 癌 穫 期 の 診断 で Betatron 照射 の 為 , 
当 科 に 入院 し た . 昭和 45 年 8 月 17 日 か ら 昭 和 45 年 11 月 
27 日 まで 電子 線 10, 000rad, X484, 800R 照射 で 一 時 退 
Bel, 昭和 45 年 12 月 10 日 再び 入院 し て Betatron 照 射 を 
継続 し て いる . 入院 し て か ら 慢 性 腎 知 腎炎 を 繰り 返し , 
昭和 45 年 1 月 6 日 に L-form を 検出 し , 復帰 し た 親 
RNI E. coli で あつ た . その 後 セ ファ ロス ポリ ン 系 薬 
剤 の 問 歌 投与 に より 症状 が 稿 々 改善 し た が 投 楽 を 中 止 
する と 症状 が 再燃 し , 3 月 1 日 に は 一 般 検査 で 菌 陰 性 に 
も 拘ら ず , L-form を 検出 し た . と の L-form の 復 
帰し た 親 菌 は Rettgerella で あっ た . 一 週間 後 一 般 検 
ACT Rettgerella を 105/ ぁ z 以上 を 検出 し た が , その 際 
L-form は 検出 され な か っ た . Graph. Case 2 は 3 
月 1 日 の 検出 尿 か ら 検 出さ れ た L-form の 変化 を 示 
す も の で , L-form 培養 一 週間 後 と 10 日 後 の 所 見 で あ 
る . 

症例 $ (Fig 8) : 患者 は 69 才 の 主婦 で , 昭和 44 年 
9 Hui, 不正 性 器 出 血 で 基 病 院 を 受診 し , FERKO 
診断 で 治 鷹 を 勧め られ た が 放置 し , 昭和 45 年 1 月 6 日 
大 学 病 院 を 受診 し , 子宮 頸 癌 邊 期 の 診断 で Betatron 
照射 の 為 , 当 科 に 入院 し た . 入院 中 Betatron JARN 
照射 1.300 rad, 外 照 射 20.400R を 受け , 昭和 45 年 6 
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月 26 日 退院 し た . 昭和 45 年 12 月 14 日 再び 不正 性 器 出 血 , 
ZU, 食欲 不振 に て 来院 , 子宮 頸 癌 再発 の 診断 で 再 
入院 し た . 昭和 46 年 1 月 22 日 か ら 1 月 28 日 まで 電子 線 
3,000 rad を 追加 照射 し た が , 昭和 45 年 輩 頃 よ り 特に 
尿 失禁 を 訴え を る よう に な っ た . BARRON BES 
炎 を 併発 し , Aminobenzyl-PC の 投与 に も 拘ら ず , 
2 月 5 日 は E. colt z109/m 以上 検出 し , 同時 に 
L-form も る 検出 し た . ZOA E. coli で あっ た . 
L-form の 培養 15 日 目 の colony は Stage III の 3B 
type に 相当 し , Graph. Case 3 に 示し た 通り で ある 。 
患者 は その 後 も ケ フ グ リシン , コリ マイ シン , ウイ ン 
トマ イロ ン の 投与 を 間 惑 な く 受 け , L-form は 一 時 消 
失 し た が , 1 ケ月 後 再び 検出 され た . BARRED 
た め , 留置 カテ ー テ ル を 装置 し , 尿 路 感染 を 繰り 返し 
た 例 で ある 。 

症例 (Fig 9) : 患者 は 40 才 の 主婦 で , 昭和 41 年 12 
月 21 日 子宮 顕 癌 由 期 の 診断 で 大 学 病院 で 測 林 式 手術 を 
受け た . その 後 リ ン パ 節 転移 を 起 し , 
5,000R の 照射 を 受け 退院 し た . 昭和 44 年 8 月 子宮 癌 
再発 を 認め , 昭和 45 年 4 月 20 日 まで Betatron HEH 
10, 000 民 を 行なっ た . 患者 は 昭 入 45 年 5 月 1 日 か ら 全 
く 尿意 は 感 ぜ ず , 尿 失 禁 を 来たし た の で , 導 尿 及び フ 
オー レ カ テ ー テ ル を 留置 し た . ま た 毎日 フル クト ン 500 
及び 総合 ビタ ミン 剤 を 毎日 点滴 静 注 し , 毎日 1 回 ヒ 
CF VIR CHILE o TOBICOMWST, 細菌 
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Case No.3 69 years Female Diag.: Cervical Cancer of the Uterus. 


座 刀 人 科 領 域 に お け 


‘Graph Case 3. 3B L-type colony was isolated 
from L-form medium which 
cultured at 15 days. 


BREAK UH DO SIR: (UT E 131 


3 常に 105/ 記 以上 を 検出 し た . XOSUTHEPEREDUB 
加 し . 症 状 が 悪化 し て 昭和 46 年 2 月 29 日 死亡 し た . $ 
% は 入院 し て か ら 死亡 する まで , 延べ 1 年 に 及 ん だ が , 
の 間 尿 中 細 画 は 常 は 陽性 で あっ た の に 比べ , L-form 
会 は すべ て 陰性 に 終っ た . : 最 近 L-form 変異 の 出 
現 を 特に 防ぐ 目的 で 尿 疹 秀 圧 を 下げ る た め , 大 量 点滴 
静 注 及び RERO T が 行なわ れ て いる が 本 例 で も 
同様 の 処置 を 行なっ た の で その 為 に L-form の 出現 を 
見 な か っ た の か も 知れ な い . し か し な が ら 長 期 の 抗菌 
製剤 の 投与 及び 多 剤 投与 に も 拘ら ず , SHOTS E 
3k gy 状 が 特に 軽 枚 する と と も な く 持 続 する 
Dei, AED L-form 変異 を 考 虎 す る 必要 が ある 


V 考 


産婦 人 科 領 域 に お いて 尿 路 感染 は 古く か ら 重 要 な 関 
心 事 で あっ た が , 特に 複雑 な 王 術 術 式 の 開発 に 伴っ て , 
慢性 尿 路 感 湊 症 を 見 る 機会 が 多く な っ て 来 た . 化学 療 
法 の 恩恵 は , SREODRAABOMMRICAK= < AML 
て いる が , 最近 の 一 般 感 湊 症 の 化学 療法 に 見 られ る よ 
うに , 薬剤 抵抗 性 が 新た な 問題 と し て 指摘 され て いる 
I RE IF 512 
た 尿 路 感染 症 の 治療 に お いて も 同様 で ある . E 
MCI M 

SEO, HRR FIRE o t. この 際 特 
-TAEIEE ši L EMOD L-form 'Z6 "x BL, 
ト 変 異 両 の 培 佐 を 試み た 


Diag.: Cervical Cancer, Recurrent. 
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HMA LEB ORD S bili Ulises 214 株 
T, その 中 E.coli は 57 で あっ た が , COMBULHE 
4 の 報告 と ほとん ど 変 り は な か っ た . LAL Klebsiella 
16 3%, (I 77 2 ESTERI 15. 422, Pseudomonas 6% 
が 検 ! pnis odd 目 さ れる . Pseudomonas の 検出 症 
例 は 多 剤 投与 の 症例 に 多く 見 られ る が , それ が 第 一 義 
的 な 病原 性 を も つも の か を 決定 する 事 は 極め て 難し 
い . 
最近 2 年 間 に 著 者 が 経験 し た 産婦 人 科 領 域 の 患者 の 
尿 路 感染 症 か ら 分 離し た E.coli, Proteus, Klebsiella, 
Pseudomonas は , 一 般 的 に 言っ て , 次 の よう な 傾向 が 


見 られ た . 即ち , AXBARORDSTRELET 7 


182 ER 


DPS I I3 0 AC OPEDARICHM L TRETH 
っ た が , AGRA Cit MAO RSH ERE UC 
いた . と れ を 薬剤 別に 見 る と , 特に Aminobenzyl- 
Penicillin CAB-PC) Cephaloridine (CER), 
Kanamycin (KM), Tetracycline( TC), Chloramp- 
henicol(CM), Streptomycin (SM) に 対す る 感受 人 性 
RIDA KR BICS <, 耐性 菌 は 入院 患者 に 多かっ た . 
入院 患者 に この よう に 多種 の 抗生 剤 に 耐性 菌 が 出現 す 
る と と は 好ま し いと と で は な い . 従っ て 治療 薬剤 の 選 
択 と 充分 慎重 で な けれ ば な ら な いし , いく つか の 抗生 
剤 は 当然 予備 と し て , 温存 する と いう 工夫 が 必要 で あ 
る と 思う . 

化学 療法 と L-form 検出 例 と の 関係 は , Table 6,7 
に 示す よう に 既往 に 化学 療法 を 受け た も の は 7 例 中 6 
Bc, Cephalothin, Aminobenzyl-Penicillin の よ 
うに , pst DE 作用 機 育 と する 抗生 物質 の 
投与 を 受け て いた も の に 多かっ た の が 目立っ た 所 見 で 
ある . 重複 例 を も 算入 し て L-form 検出 と 薬剤 投与 と 
の 関連 を みる と , Aminobenzy1-Penicillin (AB-PC) 
6 例 。 Cephalexin (CEX)6 例 。 Nalidixic acid 
(ND) 5 例 , Colistin (CL) 4 fj, Nitro-Furantoine 
CNF) 3#, Cephloglycin (CEG) 3 例 で あっ た . Z 
れ ら 症例 の 化学 療法 剤 の 投与 期間 は 3 日 な いし 19 日 で 
あっ た が , と の ほか に 化学 療法 を 受け て いな い 1 例 中 
か ら も L-form が 検出 され た . これ は Petersdorf*) 
や 奥村 1 や が 指摘 し て いる よう に , 既往 に 化学 療法 を 
受け た 患者 で あっ て, Hic Aminobenzyl-Penicillin, 
Cephalothin 系 薬剤 を 使用 し た 症例 で あっ た と と が 
注意 され た . 

尿 中 細菌 検出 の 有無 及び 白血球 数 と L-form の 検出 


VI 2 


産婦 人 科 貸 域 の 尿 路 感 染 症 外来 思 者 29 名 及び 入院 串 
381694, k 0 RR UL 7529 COMICO THAE 
同定 , 薬剤 感受 性 を 調べ た . また 31 症 例 (207 回 ) 中 
7 例 (22 回 ) に L-form を 検出 し , 臨床 細菌 学 的 検査 
を 行ない , L-form 検出 に つい て 若年 の 考察 を 加え た . 
いずれ に し て も , 産婦 人 科 和 領域 の 尿 路 感染 症 で , L-form 
が 検出 され る と いう こと は , 抗生 剤 乱用 の いま し め の 
ほか , 復帰 細菌 に よる 病原 性 の 発揮 と いう 事実 が 潜ん 
で いる と と , 従っ て それ は 予後 の 判定 の 一 資料 と し て 
意義 を も つも の と 考え る . 

この よう な 背景 か ら , Hl BHA ORE RAE Cit 
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例 と の 関連 を Fig.5 に つい て 見 る と , 細菌 陰性 で L- 
form の み 検 出さ れ た の は 恨 中 白血球 数 が 少な い 場 合 
に 多く 経験 され た が , 一 方 細菌 陽性 で , か つ L-form が : 
共存 し て 検出 され た の は 尿 中 白血球 数 も 多い 場合 で あ 
っ た . と の よう に 尿 路 病変 部 の 悪化 の 時 期 に 呼応 し て 
L-form が 検出 され る 場合 と , 症状 は 一 度 軽 棒 し た と 
は いえ 慢性 化 の 傾向 と 共に L-form も 検出 され る 場 
合 と が ある . と の 際 重 要 な と と は , 検出 し た 細菌 が , 

その 症例 で 起 炎 菌 と し て の 意義 を 有 し て いる 場合 で あ . 
っ て , と の よう な 症例 で は じ め て L-form の 意義 も 
生れ て くる わけ で ある . 症例 1 は, はじめに E.coli D 
L-form を 検出 し , その 後 E.coli に 起因 する と 考え 
られ る 長期 の 尿 路 感染 症 を 認め た 例 で ある . また 症例 
2 は, はじめに E.coli 及び その L-form が 検出 され た が ,. 
VOD Retigerella が 尿 路 感 染 の 病原 的 な 役割 を 演 ず 
る と 共に その L-form も 検出 され た 例 で ある . 症例 
3 は 長期 間 グ ラム 陽性 球 落 と その L-form が 検出 され 
一 度 軽快 し た の で 退院 し た が , 再燃 の た め 再 び 入 院 し 
た . その 際 , E. coh と その L-form が 同時 に 検出 さき 
n, E. coli が 再燃 の 主役 を 演じ て いる と 思わ れ た 場 
ATEZ. し か し 症例 4 は 長期 間 に 渡 た り , 尿 路 疾患 が 
続き , Pseudomonas, Citrobacter, E. coli が 持続 的 に 検 
出さ れ た 例 で ある . そし て この 例 で は L-form; OF 
出 を 認め て いな い . これ は L-form 変異 が 起こ りな 
が ら そ れ を 検出 する と と が 出来 な か っ た の か , 或いは 
L-form 変異 を 妨げ る 何等 か の 条件 が あっ た の で は な 
いか と 考え られ た . Ri ORR CRRA OBA. 
が 低下 し た 事 も L-form pst) SMV ODO ER, 
で は な か っ た か と も 考え られ る . 
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細菌 学 的 追跡 検査 に よる 起 炎 陣 の 推移 確認 の ほか 常に 
L-form の 検査 も 同時 に 行う こと が 必要 で ある と 思う . 
本 論文 の 一 部 は 第 99 回 日 産婦 長崎 県 地方 部 会 , 日 母 
長崎 県 支部 会 に 発表 し た . 
Ic, IRIE BGS, 林 薫 教授 , 氏家 淳雄 助 
教授 の で 指導 お よび ど と 校 関 を 深謝 教 し ます . な お 終始 
御 皆 導 御 巧 力 を 喝 っ た 長崎 大 学 産婦 人 科 三 谷 瑞 教授 
E Ru SI SUE, A unitas. 及び 日 赤 長 崎 原爆 
病院 産婦 人 科 部 長 藤 田 長 利 陸 士 , 更に 東京 大 学 吉利 内 
BRK ESE L 久留 米 医大 樋口 正士 障 士 に 深 基 の 
謝意 を 表す る . 
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